
－ 1/2 －

2016.11.21

№６２

２学期期末テストの結果 を まとめました

期末テストは、本格的に公民的分野に入って初めてのテストでした。
ほんかくてき はじ

教科書のページ数にして、約100ページにとど

くほどの広い範囲で、準備するのが大変だった
ひろ はん い じゅん び たいへん

と思います。その割には、57点に近い平均点だっ
わり ちか へいきんてん

たので、全体的な傾向としては、よく健闘した結
ぜんたいてき けいこう けんとう けっ

果が現れていると言っても良い成績でした。
か あらわ よ せいせき

ここで注意しておきたいのは、平均点の近くの
へいきんてん ちか

人は少ないと言うことです。度数分布を見ると、
ひと すく ど すうぶん ぷ

70点台の人が最も多くなっていて、60点未満の
だい もっと おお み まん

人は、むしろ10点きざみの群(グループ)では少数
ぐん

になります。少しずつ、学力差が広がり始めて
がくりょく さ

いる傾向にあると言えます。試験範囲が広範囲の
けいこう し けんはん い こうはん い

ときにこの傾向は、より顕著に表れます。理解している学習内容は忘れにくいもの
けいこう けんちょ あらわ り かい がくしゅうないよう わす

です。付け焼き刃の「丸暗記」に頼る学習の限界が見えてきます。「専門用語」を
つ や ば まるあん き たよ がくしゅう げんかい せんもんよう ご

実際の生活にあてはめて理解する学習方法に切り替えることを提案します。
じっさい せいかつ がくしゅうほうほう き か ていあん

次に、問題に別に、今回のテスト結果の特徴を整理しておきましょう。
とくちょう

特に、朝学習からの出題(問４)では95％を超える正解率です。これまでにも朝学
あさがくしゅう しゅつだい こ せいかいりつ

習からの出題には好成績を示していましたが、今回は格別の正解率です。普段の君た
こうせいせき しめ かくべつ ふ だん

ちの社会科に対する学習姿勢が現れていると思います。『すごい!!』。この問題は、
たい がくしゅう し せい あらわ

グラフの読み取りを試す問題でしたが、棒グラフでの出題だったので考えやすかった
よ と ため ぼう

のだと思います。これが、円グラフや帯グラフの、比率を示すグラフになると正解率
おび ひ りつ しめ

は下がる傾向が強くなります。たとえば、問10は、地方財政の特徴を円グラフで示
さ けいこう ち ほうざいせい とくちょう

す問題で、正解率が51.3％に落ち込んでいます。ここに、今後の課題が見えます。
お こ こん ご か だい

問１で、思考力を試す問題として、自由権的人権の性質を「択一式」の問題を出
し こうりょく ため もんだい じ ゆうけんてきじんけん せいしつ たくいつしき

題しました。記号問題なので簡単だと思うと、そうは簡単にはいきません。一つ一つ
き ごうもんだい かんたん

の選択肢(選ぶための問題文・説明文)は、正しく理解していないと意味を理解できな
せんたく し えら もんだいぶん せつめいぶん
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いように記述しているからです。
き じゅつ

問２は、社会権の内容を、日本国憲法の条文から出題しました。憲法条文に使用
に ほんこくけんぽう じょうぶん けんぽうじょうぶん

されている「言葉」は、非常に重要です。一言一言が国民の人権を保障する内容
こと ば ひ じょう じゅうよう ひとことひとこと じんけん ほ しょう ないよう

であり、人権の歴史を表現するものだからです。憲法条文の文言を勝手に変えない
じんけん れき し ひょうげん もんごん かっ て か

ことが大人になってからの実際の生活でも、重要な意味を持ちます。文言表現が変
お と な じっさい せいかつ じゅうよう い み も もんごんひょうげん

われば、似たような言葉でも異なる意味を持つと覚えておいてください。
に こと ば こと い み も おぼ

公民的分野の学習をどうするか

公民的分野の学習では、使用する言葉が専門的で、極端に難解なように思ってし
こと ば せんもんてき きょくたん なんかい

まう学習内容になっています。普段の生活に最も近い話題を扱っているのに、難
がくしゅうないよう ふ だん せいかつ もっと ちか わ だい あつか むずか

しく思うのは、専門用語になれていないからだと思います。特に、テスト前になって
せんもんよう ご

急にワークや参考書の専門用語だけを覚えようとしても、意味が分からなくなり理解
さんこうしょ おぼ い み わ り かい

できなくて覚えきれなくて困っている人が多くいます。そんなときは、あわてないで、
こま

教科書を読み直すことと、授業でまとめたノートをていねいに読み返してください。
よ なお よ かえ

一度学習したことを、同じように振り返ることが理解に近づく一歩です。「学問に
いち ど がくしゅう ふ かえ いっ ぽ がくもん

王道なし」。「急がば回れ」です。今回のような試験範囲が広いときこそ、ていねい
おうどう いそ まわ し けんはん い ひろ

な学習方法が効果的だと思います。そのための、普段の「ノート作り」なのです。
こう か てき ふ だん

「評定」はどうなるか
ひょうてい

２学期も終盤に入り、進路選択を目前にして、君たちは
しゅうばん しん ろ せんたく もくぜん

通知表の「評定」を気にしていると思います。もう一度、
つう ち ひょう ひょうてい

説明しておきましょう(「なんでやねん」№16参照 )。
さんしょう

通知表やいわゆる「内申書」(正確には調査書)で表す評定は５段階評価です。
ないしんしょ せいかく ちょう さ しょ あらわ ひょうてい ご だんかいひょう か

それは観点別評価を総合して判定しています。その一応の目安は、５(Ａが3つ以上)、
かんてんべつひょう か そうごう はんてい いちおう め やす

４(Ａが2つ以上)、３(Ｂが3つ以上)、２(Ｂが1つ以上)、１(Ｃが4つ)です。しかし、

成績内容によっては原則通りにならないこともあります。
せいせきないよう げんそくどお

社会科では４観点(知識・理解、資料活用技能、思考・判断・表現、関心・意欲
かんてん ち しき り かい し りょうかつよう ぎ のう し こう はんだん ひょうげん かんしん い よく

・態度)をＡＢＣ評価します。ＡＢＣの基準
たい ど ひょう か き じゅん

は県全体で決められています(右表を参照 )。
けんぜんたい き う ひょう さんしょう

今回の期末テストでは、知識・理解、資料活用技能、思考・判断・表現の３観点と

も、全体の傾向は「Ｂ判定」(評定は３)になります。その意味では、全体的にはまず
けいこう はんてい

まずの成績だったと言えるでしょう。これまでは、思考・判断・表現の観点別評価が
せいせき

「Ｃ判定」でしたから、少しずつですが成長している様子がうかがえます。
せいちょう よう す


